
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 理科 かけはし③ 名前

定義を読み解く生活計算 ステップ3 月 日

学校の理科・算数 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「定義を読み解く生活計算」

1 料金から、使った量を逆算する 標準

電気料金は、基本料金800円に、はじめの100kWhまでは1kWhあたり20円、こえた分は1kWhあ

たり25円をたした金額です。

(1) 料金が3800円のとき、基本料金をひいた電気の料金は 3800－800＝  円 です。

(2) はじめの100kWhの料金は 20×100＝  円 なので、こえた分の料金は 3000－

＝  円 です。

(3) こえた分の量は 1000÷25＝  kWh なので、使った量は 100＋ ＝  kWh で

す。

ヒント こえた分は、1kWhあたり25円でした。

2 2つのプランをくらべる 発展

Aプランは基本料金800円で1kWhあたり30円、Bプランは基本料金1200円で1kWhあたり25円

です。

(4) 50kWh使うと、Aは 800＋30×50＝  円、Bは 1200＋25×50＝  円 なの

で、  のほうが安いです。

(5) 基本料金の差は 1200－800＝  円、1kWhあたりの料金の差は 30－25＝  円

です。

(6) 使う量が多いほど、1kWhごとに  円ずつ差がちぢまるので、料金が同じになるのは

400÷5＝  kWh のときです。

(7) 100kWh使う家は、AとBのどちらが安いですか。

ヒント 分かれ目の80kWhより多く使うと、1kWhあたりの料金が安いほうが得です。
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